
企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）とは？

制度の概要

企業版ふるさと納税は、国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに対し企業が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控除する仕組みです。 
これにより通常の損金算入による軽減効果（寄附額の約３割）と合わせて、最大で寄附額の約９割が軽減され実質的負担は約１割まで圧縮されます。

通常の寄附
企業版ふるさと納税

寄附額

損金算入 ３割約 税額控除 最大６割 企業負担

１割約

例：1,０００万円寄附すると、最大約９００万円の法人関係税が軽減
①法人住民税：寄附額の４割を税額控除（法人住民税法人税割額の２０％が上限） 
②法人税：法人住民税で４割に達しない場合、その残額を税額控除 
③法人事業税：寄附額の２割を税額控除（法人事業税の２０％が上限）

企業様メリット

01 寄附額の最大約９割の軽減効果を得られます。

02 地方創生に寄与する企業としてPRできます。

03 SDGsを通じた企業の価値向上につながります。

企業版ふるさと納税を活用した福山シティFCの練習場整備事業について

【広島県福山市】サッカーを活用した地域振興プロジェクト

福山シティFC練習場整備事業について

2024年2月29日まで8,000万円

Jリーグ参入をめざす福山シティFCの練習場の整備を契機に、福山市では「スポーツ
で活気あふれるまち 福山」の実現に向け、サッカーを活用した地域振興プロジェクト
を実施します。福山シティFCの練習場は、広く市民に開放することにより、誰もが、
いつでも、どこでも、いつまでも気軽にスポーツに親しむ環境を実現することができ
ます。練習場整備費用にご協力いただける企業様を募集しています。

事業概要

目標金額 募集期間

寄附の流れ

留意事項
・１回あたり１０万円以上の寄附が対象となります 
・寄附を受け取ることの代償として経済的な利益を受け取ることは禁じられています 
・本社が所在する地方公共団体への寄附については対象外となります

寄附の申請 納付書の送付 お振込 寄附受領書の送付

完成イメージ案

2023年7月 完成予定 
総工費 約3.3億円 

年間来場者見込み 約30万人

税額控除の手続き（申告）や算出に関しては、税理士や所管する税務署へご相談ください。


